
 

令和８年６月 1日 魚橋病院 

医薬品の供給状況を踏まえた取組および後発医薬品の使用について 

（【地域支援 ・医薬品供給対応体制加算】に係る掲示） 

 

 

当院では、患者さんに安心・安全な医療を提供するため、医薬品の安定供給に向けた以下の

取組を行っております。 

 

1. 後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用促進 

当院では、厚生労働省の推進する「後発医薬品（ジェネリック医薬品）」の使用に積極的

に取り組んでいます。薬剤部門において、医薬品の品質や安全性、安定供給体制を常に評

価し、信頼できる医薬品を選定・採用しています。 

 

2. 医薬品の供給不足に対する対応 

現在、全国的に一部の医薬品について供給が不安定な状況が続いています。当院では、医

薬品の供給が不足した場合に備え、以下の対応体制を整えています。 

 

処方の変更:：医師が指示した薬剤が不足した場合、同等の効果を持つ代替薬への変更や、

用量の調整等を速やかに行える手順を整備しています。 

 

十分な説明：供給不足の影響により、やむを得ずお薬の内容が変更となる場合には、診察

時またはお薬のお渡し時に、医師や薬剤師から患者さんへ十分に説明を行

います。 

 

3. 地域連携による安定供給の確保 

地域の保険医療機関や薬局、医療関係団体と平時から連携を深め、医薬品の在庫情報の共

有や必要に応じた融通を行うことで、地域全体で薬が途切れない体制づくりに努めてい

ます。 

当院は、質の高い医療を安定的に提供できるよう、引き続き医薬品の流通改善と適切な管

理に努めてまいります。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 


